
可
制
凶
小
配
容

λ

-1:; 
;¥ 

以
有
。
仰
鷲
。
則
余
亦
不
v
過
曹
踏
む
削
取
之
総
F

以
依
ν
線
設
お
削
廠
a
再
.
出世

先
人
将
v
逝
之
日
.
拍
岬々

臨
川
'
我
国
岨
汝
欲
円
高
ι

成
V
4

時↓

則
愉
可
・
臨問
品先
哲

及
倣
邪
頓
解
。
惨
動
以
内品
」
六
札
何
千
仰
向
飲
腿
加
ν
進
。
不
日
而
傘
庖
如
‘

常
価品
川
連
逃
n

数
貼
寸
而
陰
務
官
時
愈
。
決
句
会
安
-
A
U
銭
允
営
。
何
共
宰
敗
。

何
共
幸
欺
.
顧
不
a
督
糾
明
之
助
↓
資
先
哲
之
附
胸
也
。
抑
非
早
杭
=
長
沙
脅
-

之
住
之
他
徒
以
v
就
z
世
間
開
之
門
-
而
凶
惜
剛
徐
々
之
技
a
第
乎
、
乃
恭
倣
=排出
背吋

自
己
少
枇
一
拍
一
=
表
部
寸
町
出
努
之
駁
。
未
v
帯
以
=
一
臼
-
降
一
e柱
。
物
欲
v
成
邑
先

人
之
志
日也

e

居
常
在
v

家
戒
ν
見
回
・
余
雌
且
不
宵
吋
世廿車
中n
先
人
之
殺
↓
而

箕
議
以
街
。
汝
泊
ν
如
ν
我
.
而
放
之
子
孫
。
亦
復
如
ν
此
。
庶
純
一
=以
墜
事業

也
.
汝
銃
部
英

zb
符
↓
享
保
四
年
摂
陽
日
。
復
芯
源
良
正
鵠
ヰ
。

~ 

. 

1l: mIfi IL 筋 IliC遊候ヨ!?i員官 此 紳 一 首ilJ
り 成て号 、候はと尽に て 銃器聖誕 、
れけ、帰除 筋は .、 it1好け俄し 制 fl国
御切 i!i¥ ・ 肉。過るて 副1

ば 問入 手IL と血 -ljJ 即とl絞御伎 の日 吾が 故る が、 疲治 ればけ 必fはdE の /1 、

皐宜重古論織の語一 す徳 際 化@上 K 平越本復す四 主利左宮笹
池へ雨 ペのと君防l公疏 刺立 て る 圭wムU 
如 、q亡にp邸か ー 可 と酔花 、 も近
八郎第 の ら 端 事也申完 ぃ iiE の 肺佳 ぷ在主

問日ztE 仰庭 íへ高ヰ~文j す。=云と ‘被仰仰五ゃF(fεT 札ーrー 也 去州 の 九

h2111EE主ji護Z21給
。侍虫。1I1許4昼候時 Jl:御放はあ 」ニ はの

の波悠被を飼し共控叫いせ 主苧、主 御総石 IL 、 YII っし ふ .
御せて耳，平を日 に がと. し の

用ん ‘芸故 事モ止整候時 z 答誌に芸ヤC 股にと取 の 、 忙 、 に

さ ‘銚 Eつ 防衛自! らと非の J段 血筋出来
へ E全 ム焼 陀 宇。御外 に
無 誠司i- f舟 E註 被賢の也 紅花ぺ官
候之区 急:の ι咽拠召の御 曽器。 我等被怒 ゐJ:

々に耳z tt使趣訟 を 片、

脂設け 何 右云 右青空f徴 ーじ 後水ーやす/¥と然ら は
候 日 り れの商術候妙 、、 、 ら ピ

間組。も 通入門得公前 2証2尾 水後くとせば

顕各は罷出の ・ばの悶 守御崩rr ・ 人可談仕有 活平i 
官8ζ 官 愉遅 ~ ~ .. . ~ 大 K 尾 ~
会住 山 思り 也会候廃処忙 室一 料前 鮮忌高兵器治は の 天 公目 白し zHil之掛取; 

総制iひ 。 、 り iー へ ‘待I 前長崩主 俄 . 、 旨様

Z 主t z 太官 T 郎草」z血 自畠主性柿候型。 t Z 言候。語I E E ど厚 ‘ 寺言 の陀中

と大お高r也品 も恩前法呑 K K 2御~t ーに郷本と
、 ‘ を七回 1J~ すo f民耳て 山 石 Jr~ 云

抜 大司I被志郎 JとU，依 11円5'法合 下主 問ヒ不も候様除?必品揃。

主 唱 のた兵市iu虫内此之廻馬ぁ 崩御て℃ 磁 の八郎

一火 場る り な月 除放取11;';< に商人R町か I(f.。 ー と

御幸ゆと説宅由 室町宮 ら ー ム ど 自城主 - EE んつ れもに

中間目立 Jじ殊 時U1471 t亡 ニ 政 と /1¥ ・ けへ は

IL 分 の てみ「日 詰候24。R 5 た 跡 れ ‘虫1(:て 、 IL ?卜25 天 長 の る 々ば iiH 之
委 し K 第野屋内 を ・邸と

年宮-r細承て叱 3 二屋五法 御究 都除成我の云。
り Z5日と郎 m 笛 も石

可
般
小

説
鼻
咽
丸

七
ブL




